
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

〜病院理念〜 
博愛の精神をもって医療に携わり、地域住⺠の健康な⽣活の維持、 
向上に尽くします。 
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新年の御挨拶 

新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましては健やかに初春を迎えられたこととお慶び申し

上げます。 

昨年の元旦は、能登半島を大地震が直撃し、その時の映像は記憶に生々しく、日本全体が震撼とさせられまし

た。更に追い打ちをかけるように能登半島は 9 月、豪雨災害にみまわれ、地震と豪雨で貴い命が失われました。

そして今なお多くの被災された方々は困難な避難所生活を強いられておられます。復興が順調に進み、人々が

元の生活に早くお戻りになれますよう心からお祈り申し上げます。 

 さて、今年は干支で申しますと蛇年、巳となります。私達は蛇に対して可愛い、気持ち悪い、恐ろしい等さま

ざまな感情を抱いてきました。また、古今東西蛇にまつわる言い伝えは、悪魔の化身、幸せをもたらす神の使い

とこれもまたさまざまです。旧約聖書では、悪としての蛇がイヴに禁断の実を食べるよう誘惑し、ついにそれを

食べたアダムとイヴは楽園から追放されます。一方、蛇にまつわる伝説では、脱皮を繰り返して成長していくこ

とから世界中で人々に幸運と繁栄をもたらす存在として尊ばれています。 

 蛇と医学に的を絞ってみますと、私事で恐縮ですが、私は 1976 年～1979 年と 1981 年～1983 年の

5 年間、スウェーデンのストックホルムにありますカロリンスカ研究所で基礎研究に打ち込んでおりました。この

研究所は、ノーベル医学生理学賞の選考委員会が設置されていることでも知られ、私が在籍中も所属する研究

室から 2 名のノーベル賞受賞者が出る等、世界でも有数の医学研究機関です。大学院時代からの夢はこの研究

所で学ぶことでしたが、WHO（世界保健機関）から旅費、滞在費つきの大変恵まれた奨学金を得ることが出来、

念願の研究所の門をくぐりました。その時まず目にしたのは、杖に巻き付いた蛇のシンボルマークでした。どうし

て蛇がと奇異な感じが頭をよぎりましたがそれ以上の詮索する暇はなく、尊敬する師のもと日夜研究に没頭し

ました。私を援助してくれた WHO のマークも同じ杖と蛇で、アスクレピオスの杖と呼ばれているそうです。ギリ

シャ神話では、アスクレピオスは医学の神と崇められ、その杖には蛇が巻き付いています。蛇は治癒の力を持つ

とされており、螺旋は生命力や権威を象徴しているそうです。 

 話は変りますが、蛇は脱皮を繰り返して新しく成長していくように、巳の年には歴史上日本社会も大きな変

化や再生を促す出来事が起こっています。645 年は大化の改新、1185 年は平家が壇ノ浦で敗れた年、1605

年は徳川家康が家督を息子の秀忠に譲った年等です。巳年は「困難を乗り越えて新たな段階へ進む」年であるこ

とを示しているのかもしれません。 

今年当院は開設 112 年目を迎えますが、地域の少子高齢化、急激な人口減少、労働人口の減少による人材不

足など地域医療に共通した様々な問題に直面しております。本年度の大きな計画として 6 月、電子カルテの導

入を予定しております。これは過去 2 回の病院新築と同様病院史に残る出来事であり、今後の病院運営に大き

な変革をもたらすことが期待されます。脱皮をくり返し成長する蛇にあやかりこの 1 年、当院も脱皮の年として

病院理念と行動規範に沿い、全職員が心をひとつにして地域から求められる哲翁病院の役割を果たして行きた

いと思っております。 

院長 哲翁正博 

 
 
 
 
 

 世界保健機関 
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感染対策研修会を開催しました 

令和 6 年 9 月 25 日、26 日、27 日に、感染

対策研修会を開催しました。 

 

今回のテーマは「標準予防策」・「手指衛生」で、

日本環境感染学会の動画の視聴および手指消毒

の実践を行いました。 

 

日常業務で行っていることの再確認や必要性

を改めて実感できましたとの声や、わかっている

ようで曖昧な部分があったので改めて学ぶこと

ができて良かったとの意見もありました。 

 

今後も「標準予防策」・「手指衛生」を実践して

業務に取り組んでいきます。 

 

 
 
 

 

医療安全研修会を行いました 

令和６年１０月２３日、２５日医療安全研修会を

開催しました！ 

 

今回は、全部署に共通する名前間違いに対し

エラー分析と対策立案のプロセスを学び、各部

署での再発防止につながる対策を立てられるよ

うに、院内で発生した事例を基にグループワー

クを行いました。 

 

他職種のメンバーと意見を出しあうことで、気

づかない視点での見方もあり参考になった、対

策を考えるうえで「分析」することが大事だと感

じた、などの意見があり今後のとりくみに役立

つ研修になりました。 
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令和 5 年度の永年勤続表彰式を行いました。 

この表彰は、一般社団法人 南高医師会および一般社団法人 長崎県医師会より、医療機関に勤

続し、 

医療・保健・福祉に貢献した方々に贈られるものです。 

当院からは、12 名（5 年表彰 10 名、10 年 1 名、30 年 1 名）の職員が表彰を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修医受け入れについて 
令和 6 年 9 月 2 日から長崎大学病院より凌浩一朗

医師を、令和 6 年 10 月 28 日から諫早総合病院よ

り松本圭祐医師を約 1 か月間、研修医として受け入

れました。 

凌先生は佐賀県出身、医師となり 5 ヶ月でまさにフ

レッシュ！ 

松本先生は天草出身 2 年目で落ち着きがありまし

た。 

二人とも初日から当院に溶け込み、真摯に診察され

ていました。 

今後のご活躍を期待しております。 

 
 

永年勤続表彰 

左上より   石橋希 森本貴光 鹿田佑樹、福田泰生 

前列左より  森川奈美、山村香織、中村純子、松尾愛香、 

永川加奈子、馬場小百合 
林田朝香、久保田純平 

 

これからも 益々の活躍を期待しています！！ 

凌 広一朗医師 

松本 圭祐医師 
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＜作り方＞ 
① 大根は、すりおろす 
② きゅうりは輪切りにして茹でる 
③ トマトは湯むきしてさいのめに切

る 
④ 焼き豚は 1cm の角切りにして茹

でる 
⑤ ①に A の調味料を加え和える 
⑥ ②③④の下処理した具材を⑤で和

えて、できあがり 

＜1 人分の栄養価＞ 
エネルギー  43Kcal 
タンパク質  2.5ｇ 
脂質     0.8ｇ 
食物繊維   1.1ｇ 
食塩相当量  0.2ｇ 

 

簡単ヘルシーメニューで健やかに ～当院自慢の一品～ 

＜材料＞２人分 
大根     100ｇ 
きゅうり   ５０ｇ 
焼き豚    ２０ｇ 
トマト    ４０ｇ 
砂糖    小さじ１強 
酢     小さじ２ 

みぞれ和え  
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